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2教 内容解説資料

●著作関係者 �

田村　学
國學院大學教授

奈須　正裕
上智大学教授

吉田　豊香
元大磯町立国府小学校校長

動植物に関する校閲
阿部　浩志	 ナチュラリスト

岩瀬　　徹	 元千葉県立高校教諭

多田多恵子	 立教大学講師

バリアフリーに関する校閲
徳田　克己	 筑波大学教授

西館　有沙	 富山大学准教授

水野　智美	 筑波大学准教授

色覚デザインに関する編集協力
色覚問題研究グループぱすてる

特別支援教育に関する校閲
海津亜希子	 国立特別支援教育総合研究所主任研究員

生物多様性に関する校閲
可知　直毅	 首都大学東京大学院教授

教育課程及び幼児期の教育との接続に関する校閲
無藤　　隆	 白梅学園大学大学院特任教授

この資料は，２年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人
教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。
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朝倉　　淳	 広島大学客員教授
荒谷　恵志	 広島市立井口明神小学校教諭
石井　恭子	 玉川大学教授
石田　浩子	 広島大学附属東雲小学校教諭
伊與　容子	 福井市旭小学校教諭
上岡　　学	 武蔵野大学教授
上之園公子	 比治山大学教授
宇佐見香代	 埼玉大学教授
大野　祐一	 高松市立中央小学校教諭
大山　夏生	 山県市立梅原小学校教頭
岡野　雅一	 淑徳大学教授
小比賀容子	 高松市立多肥小学校教頭
神長美津子	 國學院大學教授
河野麻沙美	 上越教育大学准教授
桐山　佳晃	 大阪市立玉出小学校校長
久野　弘幸	 名古屋大学准教授

加藤　　明	 関西福祉大学学長

熊谷　和彦	 東北福祉大学准教授
栗原　彩子	 川越市立霞ケ関小学校教諭
向当　吉絵	 福井市春山小学校教諭
齋藤　　等	 渋谷区立神宮前小学校校長 
佐久間敦史	 大阪教育大学准教授
佐藤　孔美	 お茶の水女子大学附属小学校教諭
佐藤　美里	 富士見市立みずほ台小学校教諭
佐藤　　恵	 札幌市立北九条小学校教諭
佐和真由美	 元広島市立早稲田小学校校長
篠原　裕之	 高松市立大野小学校教諭
清水　　仁	 新宿区立西新宿小学校校長
新富　康央	 國學院大學教授
鈴木　良和	 大阪市立鷺洲小学校教諭
垰本　美紀	 広島大学附属東雲小学校教諭
高橋　和美	 逗子市立逗子小学校教諭
田川　悦子	 福井市文殊小学校教諭

増田　伸江	 お茶の水女子大学附属小学校教諭
松木　健一	
松㟢　康弘	 鹿児島女子短期大学准教授
松嵜　洋子	 千葉大学大学院教授
三木　省二	 高松市立花園小学校教頭
峰　美奈子	 文京区立誠之小学校教諭
宮野真知子	 元小学校教諭
宮本　光雄	 熊本大学名誉教授
宗形　潤子	 福島大学准教授
森江　一史	 熊本市立長嶺小学校校長
森下規代子	 元大阪総合保育大学講師
山下　文一	 松蔭大学教授
山中　昌子	 元大阪市立榎並小学校教諭
結城千代子	 上智大学講師
若手三喜雄	 共栄大学教授
渡邉麻知子	 越谷市立大袋東小学校教諭

東京書籍株式会社	 ほか7名

福井大学大学院 福井大学・奈良女子大学・
岐阜聖徳学園大学連合教職開発研究科教授

竹上由希子	 大阪市立菅北小学校教諭
田澤　里喜	 玉川大学准教授
田中　孝尚	 神戸大学附属幼稚園副園長
田村　知子	 大阪教育大学教授
津川　　裕	 福岡教育大学教授
中村　牧子	 荒川区立第九峡田小学校教諭
新原　秀典	 越谷市立大袋東小学校教諭
二宮　昭夫	 相模原市立旭小学校校長
長谷川かほる	東京未来大学特任教授
原田　信之	 名古屋市立大学大学院教授
檜原　健助	 香川大学教育学部附属高松小学校教頭
平井　靖子	 元秦野市立東小学校教諭
府川　芳子	 元二宮町立一色小学校教諭
藤山　浩世	 大阪市立晴明丘小学校教諭
冨士原紀絵	 お茶の水女子大学准教授
前川　典子	 元愛川町立中津第二小学校教諭

意欲を喚起する
大判の教科書
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豊かな学びが未来を拓
ひら
く

生活科の「学び」をすべての人へ
　「いっしょにやろうよ！」「楽しいね！」

　生活科の学習では，いきいきと活動や体験に取り組む児

童の姿が見られます。そこでは「こうしたらいいよ。」「もっ

とやろうよ。」など，よりよい生活に向けて思いや願いを

実現する，豊かな学びが行われています。

　小学校低学年での生活科の豊かな学びは，幼児期の学び

を受け，中学年，高学年，中学校以降での意欲的な学びに

つながり，児童が未来社会を切り拓く力の素地となってい

きます。

　わたしたちは，児童はもちろん，保護者や先生方など，

児童の学びを支えるすべての人が生活科の「学び」を共有

し，連携できるよう，3つの特色に基づいて本教科書を編

修しました。
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生活科の
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保護者と
一緒に開いて
ください

豊富な資料で
学びを
支えます

元大磯町立国府小学校校長
田 豊香

3つの特色
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